
平 成 ２ ８ 年 度 も 残 り 1 か 月 と な り ま し た 。  

南 地 域 自 治 組 織 で は『 安 全 で 安 心 で き る 住 み よ い 地 域 づ く り 』を 目 指 し 、地 域

の み な さ ん の ご 協 力 を い た だ き な が ら 、 様 々 な 事 業 を 実 施 し て き ま し た 。  

◎ 平 成 ２ ８ 年 度 定 期 総 会 （ ４ 月 ）  

 平 成 ２ ７ 年 度 の 事 業・決 算 報 告 及 び 平 成 ２

８ 年 度 の 事 業・予 算 が 承 認 さ れ 、活 動 が ス タ

ー ト し ま し た 。  

◎ 地 域 の 皆 さ ん と の 対 話 『 座 談 会 』（ ６ 月 ・ ９ 月 ）  

第 １ 回 は 、防 犯 ・ 交 通 安 全 ・ 広 報 の 部 会 ご

と に 、第 ２ 回 は 、秋 田 ・ 豊 田 ・ 大 屋 敷 の 地 区

ご と に 分 か れ 、普 段 か ら 課 題 だ と 感 じ て い る

こ と を 出 し 合 い 、今 後 の 解 決 策 な ど に つ い て 、

活 発 に 意 見 交 換 を お こ な い ま し た 。  

座 談 会 の ご 意 見 は 、今 後 ５年 間 で取 り組 む南

地 域 の『地 域 計 画 』に盛 り込 んでいきます。  

◎ 地 域 と の つ な が り づ く り  

【 南 児 童 セ ン タ ー ま つ り （ ５ 月 ）】  

昨 年 に 引 き 続 き ２ 回 目 の 出 展 と な る 今 年

は 、工 作（ ス ト ロ ー と ん ぼ ）と 綿 菓 子 の コ ー

ナ ー で 、た く さ ん の 子 ど も た ち と 楽 し い 時 間

を 過 ご し ま し た 。  

【 地 域 交 流 イ ベ ン ト （ １ ０ 月 ）】  

西 濃 運 輸 さ ん の ご 協 力 を い た だ き 、『交 通 安 全 教 室 』

を 開 催 し ま し た 。  

イ ベ ン ト の は じ め に は 、夏 休 み 期 間 中 に 小 学 生 の 皆

さ ん か ら ご 応 募 い た だ い た 、防 犯 や 交 通 安 全 に 関 す る

ポスター・標 語 の優 秀 作 品 の表 彰 式 も お こ な い ま し た 。  

標 語 の 優 秀 作 品 は 、 青 パ ト 用 の 放 送 原 稿 や の ぼ り

旗 と し て 、 地 域 内 の 安 全 ・ 安 心 を 守 る 活 動 に 活 用 さ

せ て い た だ い て い ま す 。  
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◎ 部 会 活 動 の 活 発 化  

【 交 通 安 全 部 会 】  

防 犯 や 交 通 安 全 に 関 す る 標 語 の 優 秀 作 品 を

のぼり旗 にし 、五 条 川 の遊 歩 道 や地 域 内 の各 所 に

設 置 し ま し た 。併 せ て 、大 口 町 に よ っ て 、鎖 と

警 告 版 も 設 置 さ れ 、 子 どもたちが安 心 して通 学 で

きるようになりました。  

ま た ３ 月 中 に は 、 地 域 内 の危 険 箇 所 に交 通 安 全 を呼 びかける看 板 の設

置 も予 定 し て い ま す 。  

【 防 犯 部 会 】  

青 色 パ ト ロ ー ル 活 動 の 充 実 を 目 標 に 、広 報 スピーカー

を使 って、地 域 の皆 さんに防 犯 や交 通 安 全 意 識 の高 揚 を呼

びかけています。  

ま た 、 ２ 月 か ら は 、 児 童 の標 語 を活 用 した新 たな放

送 原 稿 で、パトロールし て い ま す 。  

【 広 報 部 会 】  

毎 月 １回 、かわら版 を発 行 し て い ま す 。  

地 域 の皆 さんに興 味 を持 っていただける『かわら版 』

の作 成 を目 指 して、毎 月 検 討 を 重 ね 、用 紙 を カ ラ

ー（ う ぐ い す 色 ）に し た り 、写 真 や イ ラ ス ト を

多 く 配 置 す る な ど 、レ イ ア ウ ト に も 工 夫 を 重 ね

ま し た 。  

◎ 声 かけ運 動 をスタート（ 毎 月 第 １ ・ ３ 火 曜 日 ）

南 地 域 交 通 安 全 ・防 犯 カレンダーの

作 成 に 合 わ せ 、毎 月 第 １、３火 曜 日 を

「声 かけ運 動 の日 」と し ま し た 。 子 ど

も た ち の 登 下 校 時 に 玄 関 や 庭 先 で

声 を か け 、見 守 っ て い た だ く と と も

に 、自 然 に あ い さ つ の で き る“ 南 地

域 ” に し ま し ょ う 。

犯 罪 者 は 、 住 民 の 交 流 が 深 い 地 域 ほ ど 嫌 が る ほ か 、 存 在 を 認 識 さ れ

る と 犯 行 を あ き ら め が ち で す 。犯 罪 者 が 嫌 が る“ 南 地 域 ”に す る た め 、

声 か け 運 動 を 進 め て い き ま し ょ う ！
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